
教師不足にあたり、何を保障すべきか

学びの共創課長 栗林幸治

先日の新聞記事では、日本の公立学校における教員不足は深刻で、2025年5月時点で全国の公立
学校で約3,827人の教員が不足している、と伝えています。
一方で、ある大学教授が次のように述べています。「教師不足にあたり、間口を広げるといった小手先の
改革では教師の魅力は高まらない。真理を体現する専門職として何を保障すべきかを考えるときである」。
その教授は、教師は「真理の体現者」でなければならず、大学はそうした教師を育てる務めがあり、行政は
そうした教師の権利を保障する必要がある、とも述べています。
今年も中信管内の学校では、「子どもに学びをゆだねる」取組が行われてきました。先生方が子どもたち
と真向かい、授業を、行事を、研修会を、そして、地域学校協働活動を仕組み、創ってこられたことと思います。
教育は未来をつくる営みです。学校現場のこのような現実の姿として、目の前に実体として現した各校の
先生方こそが、「真理の体現者」であると思います。
皆様方のお支えにより、中信教育事務所は「子供も大人も学び続ける社会に向かって」という、目標の
達成に向けた歩みを進めることができました。その中で、指導主事が授業や授業研究会、職員研修、地域
の方々との活動など、子どもや授業者、参加者の皆様の転機となる場に立ち会わせていただきました。その
時に指導主事の心に立ち上がる思いは、指導主事としての「やりがい」や「魅力」です。指導主事の気付き
の場を設けてくださり、感謝申し上げます。
この１年間、本当にありがとうございました。

３年間を振り返って

中信教育事務所長 西村 浩

令和５年４月に当職を拝命してから、まもなく３年が過ぎようとしています。この間、小中学校を訪問し、
先生方からお話を伺う中で、子どもを取り巻く環境が大きく変化したと感じています。
３年前は、新型コロナの感染症法上の位置づけが「５類」に変更されましたが、まだ子どもたちの多くは
マスクを着用し、密を避け、会話も少ないように見えました。しかし、現在、学校では子どもたちの笑顔が戻り、
歓声がこだましています。
誰一人取り残されない学びの保障に向けて、教育支援センターやフリースクールなど多様な学びの場の
充実が図られました。ここ数年のＩＣＴや生成ＡＩのめざましい技術革新は、授業や校務に劇的な変化をもた
らしました。また、中学校部活動の地域展開も着実に進められています。
これらの成果は、市町村教育委員会の皆様、そして先生方のご努力の賜物にほかなりません。
今後、少子化の進行により児童生徒数はさらに減少していくわけですが、“個別最適な学び”、“探究的な
学び”など、新しい取組に挑むチャンスでもあります。学校のみならず、地域住民や民間団体等、様々な力を
結集し、地域ぐるみで子どもたちを育んでいくことが肝要かと思います。
中信教育事務所としましても、皆様とより連携を密に図りながら伴走支援してまいりますので、引き続き
ご理解、ご協力をお願いいたします。
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本年度の振り返りと来年度へ向けて

訪 問
学校訪問支援では、各学校が目指す子
供像の実現に向けて、学校づくりや授業
づくりを進めていけるよう努めました。
コミュニティスクールや地域連携に関す
る学校訪問では、地域とともにある学校
づくりについて懇談しました。社会人権
教育に関わる市町村等の研修会への訪問
では様々な個別の人権課題について学ぶ
機会とするとともに、学社連携等人権教
育の推進に向けた支援を行いました。中
学校部活動の地域展開に関する市町村教
育委員会への訪問では、地域展開協議会
及び検討会に参加し、国・県の動向や近
隣市町村の取組についての情報提供等の
支援を行いました。
今後も学校と地域の願いに沿った支援

に取り組みます。

研 修
各学校の改革、研究推進に向けた研究

推進講座や「授業づくりを学びたい！」
と考えているすべての先生方のニーズに
応えられるように授業力アップ講座を実
施しました。生涯学習分野では、ワーク
ショップやスポーツ体験などの出前講座
を実施しました。
今後も校内での研究推進や明日からの

実践につながる支援、担当者会、研修会
となるように企画します。

相 談
いじめ・不登校相談員の定期的な訪問

やSSWのスクリーニング会議参加など
を通して、不登校や集団不適応の子供の
早期発見・早期支援に努めました。高校
進学説明会は、参加者が自分の進路を見
つめる機会になりました。
今後も子供たちの学びや歩みに対する

必要な支援について先生方と情報共有し
ます。

情報発信
学校改革に向けての取組や、資質・能力の育成

を目指した授業実践に取り組んでいる先生方の姿
を紹介し、各学校が目指す子供像の実現に向けて、
先生方が考え、動き出すきっかけとなる情報を発
信するように努めました。また、各市町村の生涯
学習分野における取組を紹介し、市町村担当者の
事業に役立ててもらえるような発信となるように
努めました。
今後も学校・地域の皆様の声をお聞きしながら、

学校づくり・地域づくりへとつながっていくよう
な情報発信の充実を図ります。

本年度も中信教育事務所主催の各種研修、担当者会にご参加いただき、
ありがとうございました。来年度も先生方、地域の皆様と語り合いながら、
明日へつながる一歩を共に考えていくことを大事にします。
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